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中期経営計画の進捗状況



「ベストバンク２０２０〜価値創造の３年」の概略
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第１２次中期経営計画 ベストバンク２０２０ 〜価値創造の３年 ２０１４．４．１→２０１７．３．３１(３年間)

「お客さま第一主義」により最⾼の価値を提供するとともに、攻めの営業を徹底し、「リテール・ベストバンク」グループを目指します

「価値創造の３年」で取り組む課題

● 【法人】事業の成⻑と経営課題の解決を
サポートする機能の強化

● 【個人】ライフスタイルの多様化に
対応したきめ細かなサービスの提供

● チャネル戦略の強化
● グローバル化に対応した国際業務の

強化・市場運⽤の⾼度化
● お客さま満⾜度の向上

新たな企業価値の創造
● 専門性の⾼い人材の育成
● ⼥性の活躍⽀援など職員の意欲や能⼒を

引き出す人材活⽤
● 新たな発想を生み出す企業風土の形成

人材育成の一層の充実
● TSUBASAプロジェクトの一層の推進と

基幹系システム共同化の着実な実施
● 業務の生産性・収益性向上
● リスク管理態勢の⾼度化
● コンプライアンスと顧客保護の徹底
● グループ経営態勢の強化
● CSR経営の強化と持続的な株主価値の

向上

持続可能な経営態勢の構築

「価値創造の３年」で到達すべき目標

２０２０年（６年後）に目指す姿

連結当期純利益
５００億円

連結ＲＯＥ
６％台

普通株式等Tier1⽐率
１３％台

貸出⾦残⾼
９兆円程度

預⾦残⾼
１１兆円程度

グループ預かり資産残⾼
２兆４千億円程度

連結当期純利益
６００億円

連結ＲＯＥ
７％程度

普通株式等Tier1⽐率
１３％台

貸出⾦残⾼
１０兆円程度

預⾦残⾼
１２兆円程度

グループ預かり資産残⾼
３兆円程度
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人口動態
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宮城県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 愛知県 福岡県

千葉県は2014年人口「転⼊超過数」増加全国一

75,000

70,000

+5,922

+3,108

+499

▲1,701
▲1,925

+3,355

▲2,219

（人）

転⼊超過7都県の転⼊超過数

「転⼊超過数の上位20市町村」に
5市がランクイン（全国最多）

千葉市（12位）

2,169人

流⼭市（10位）

2,387人

柏市（20位）

1,480人

船橋市（17位）

1,577人

市川市（14位）

1,877人

1 東京都特別区部 東京都 11 仙台市 宮城県
2 札幌市 北海道 12 千葉市 千葉県
3 福岡市 福岡県 13 吹田市 大阪府
4 大阪市 大阪府 14 市川市 千葉県
5 川崎市 神奈川県 15 ふじみ野市 埼玉県
6 さいたま市 埼玉県 16 越谷市 埼玉県
7 横浜市 神奈川県 17 船橋市 千葉県
8 名古屋市 愛知県 18 藤沢市 神奈川県
9 川口市 埼玉県 19 三鷹市 東京都

10 流⼭市 千葉県 20 柏市 千葉県

千葉県の人口増加率（前年⽐）

2013年 2014年

転⼊超過の市町村（ハイライト）
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大阪府 千葉県 愛知県 北海道 富⼭県

交流人口の増加により、地域経済活性化
「国家戦略特区」成田市「空港を活用した都市づくり」
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⾼まる成⻑ポテンシャル

大規模小売店の進出

平均店舗面積
全国1位（20,957㎡）

アウトレットモール

大店法新規届出面積上位5県
（14年4月~15年1月）

（㎡）

インバウンドの増加

1.7% 1.7%
1.7%

1.9%

2.3% 2.5% 2.5%

2.7%

3.1%

3.0%

3.5%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

14/4 14/5 14/6 14/7 14/8 14/9 14/10 14/11 14/12 15/1 15/2

県内貸出⾦の増加

南関東・都道府県別貸出⾦前年⽐増加率推移

※日銀統計より

成田国際空港
第3ターミナル
（LCC専用)
開業(15/4)

国内線旅客数推移

（万人）

千葉県

神奈川県

埼玉県

東京都
（単位：千人）

12年 13年 14年
順位 前年⽐

東京都 8,292 9,831 1 13,452 +36.8%
大阪府 3,061 4,315 2 5,837 +35.3%
北海道 2,012 3,070 3 4,482 +31.4%
京都府 2,305 2,626 4 3,409 +29.8%
千葉県 1,795 2,048 5 2,750 +34.3%

全国 26,314 33,496 - 44,822 +33.8%

外国人宿泊客の推移



2014年度第3四半期 業績概要
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(億円） 増減額

連結経常利益 629 654 25 790 82.8%
連結当期純利益 382 483 100 540 89.5%

(億円） 増減額

業務粗利益 1,149 1,162 13
資⾦利益 971 966 △ 4
役務取引等利益 130 143 12
特定取引利益 11 19 8
その他業務利益 36 32 △ 3

うち債券関係損益 23 19 △ 3
経費（△） 623 629 5
実質業務純益 525 533 7
コア業務純益 501 513 11 655 78.3%
一般貸倒引当⾦繰⼊額（△） - - -
業務純益 525 533 7
臨時損益 43 42 △0

うち不良債権処理額（△） 4 4 0
うち株式等関係損益 9 13 3

経常利益 569 576 6 705 81.7%
特別損益 △ 5 △ 2 2
当期純利益 357 383 25 440 87.0%

与信関係費⽤（△） 4 4 0

13/12期 14/12期

13/12期 14/12期

連結

単体

年度計画 進捗率

年度計画 進捗率

(億円） 増減額
資⾦利益 971 966 △ 4

国内業務部門 938 921 △ 16
うち預貸⾦ 827 793 △ 34

貸出⾦利息 858 822 △ 36
預⾦利息 31 28 △ 2

うち有証利息配当⾦ 119 132 13
国際業務部門 32 44 11

13/12期 14/12期

（億円） 増減額

役務取引等利益 130 143 12
役務取引等収益 267 284 17

うち預かり資産関連⼿数料 76 94 18
うち投信⼿数料 52 58 6
うち保険⼿数料 24 36 12

うち保障性保険⼿数料 7 6 △ 1
うち法人役務取引⼿数料 10 11 0

役務取引等費⽤(△） 136 141 4
うち⽀払保証料･団信保険料（△） 85 89 4

13/12期 14/12期

役務取引等利益

資⾦利益



(億円） 増減率

貸出⾦ 81,241 83,833 2,592 3.1%
国内貸出⾦ 80,085 82,359 2,274 2.8%

除く公共 76,977 80,118 3,141 4.0%
事業者向け 47,708 49,498 1,790 3.7%

大・中堅企業 14,179 14,156 △ 22 △ 0.1%
中小企業 33,528 35,342 1,813 5.4%

消費者ローン 29,269 30,620 1,350 4.6%
うち住宅ローン 28,326 29,589 1,262 4.4%
うち無担保ローン 733 852 119 16.3%

公共 3,107 2,240 △ 866 △ 27.8%

国内貸出⾦ 80,085 82,359 2,274 2.8%
千葉県内店 58,610 60,365 1,754 2.9%
県外店 21,474 21,994 519 2.4%

13,776 13,439 △ 336 △2.4%
個人・中小企業向け店舗 7,698 8,554 856 11.1%

（※）東京営業部、新宿⽀店、大阪⽀店

大企業向け店舗※

13/12末 14/12末 13/12末比

27,083 

28,275 

29,269 

30,620 

26,000

27,000

28,000

29,000

30,000

31,000

11/12末 12/12末 13/12末 14/12末

2014年12月末 貸出⾦の状況

7777

国内貸出⾦増減内訳

32,498 

32,974 

33,528 

35,342 

32,000

33,000

34,000

35,000

36,000

11/12末 12/12末 13/12末 14/12末

中小企業向け貸出末残

（億円）

+5.4％

+4.6％

+1.6％

+3.5％

+1.4％

+4.4％

消費者ローン末残
（億円）
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前中計最終年度 本中計最終年度 2020年に目指す姿
(単位：億円)

2014/3 2014/12 2017/3 2020/3
進捗率
(巡航)

貸出⾦残⾼ 80,830 83,833 32.7% 90,000 +9,170 100,000 +10,000
(25.0%)

 中小企業向け貸出残⾼ 33,838 35,342 69.5％ 36,000 +2,162 39,000 +3,000
(25.0%)

 融資新規獲得件数 4,150件 3,315件 75.3％ 4,400件 +250 5,000件 +600
年度実績 (75.0%)

 住宅ローン残⾼ 28,817 29,589 24.2％ 32,000 +3,183 36,000 +4,000
(25.0%)

 無担保ローン残⾼ 770 852 19.1％ 1,200 +430 1,500 +300
(25.0%)

預⾦残⾼ 101,218 103,593 27.0% 110,000 +8,782 120,000 +10,000
(25.0%)

グループ預かり資産残⾼ 19,662 20,604 21.7% 24,000 +4,338 30,000 +6,000
(25.0%)

連結当期純利益 464 483 89.5% 500 +35 600 +100
開示計数⽐ (75.0%)

 役務取引等利益 178 143 77.3％ 185 +7 200 +15
年度実績 (75.0%)

連結ROE 6.27% 8.09% - ６%台 ±0 ７％程度 +1％程度
-

3年間増減 【計画】 3年間増減【実績】
目標とする指標

【実績】 【計画】

中計計数項目進捗一覧



50 61
80

98 98 98 97 96 103 102 108

50 58

94 99 99

14.7%
13.0%

16.0%
22.0% 86.8% 27.1%

38.9% 42.9%

48.0% 46.8% 47.3%

0

50

100

150

200

250

05/3期 06/3期 07/3期 08/3期 09/3期 10/3期 11/3期 12/3期 13/3期 14/3期 15/3期

【2013年11月〜12月】
13.9百万株（99.9億円）

自己株式の取得状況自己株式の取得状況

【2011年5月〜6月】
12百万株（58.2億円）

【2010年10月】
10百万株（50.6億円）

【2012年5月〜6月】
10百万株（45.8億円）
【2012年11月〜12月】
10百万株（48.5億円）

（億円）

自己株式取得

年間配当
（1株あたり）

株主還元率：
（年間配当額+自己株式取得額）/単体当期純利益

（6円）
（7円）

（9円）
（11円）

（12円） （12円）

株主還元額

（11円） （11円） （11円） （11円）

株主還元

9

【2014年7月〜9月】
13.3百万株

（99.9億円）

（13円）

【2015年2月】
1株あたり1円の増配を発表

（年間配当予想12円→13円）

（予想）



営業施策について営業施策について

営業施策について
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33,838 
35,342 

36,000 

39,000 

25,000

30,000

35,000

40,000

14/3末 14/12末 17/3末 20/3末

中小企業向け貸出残⾼

（計画） （参考）

（億円）

中小企業取引
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順位 銀⾏名 14年社数 増減 13年社数

1位 千葉銀⾏ 20,828 +326 20,502

2位 ⻄日本シティ銀⾏ 19,560 ▲121 19,681

3位 福岡銀⾏ 19,059 +27 19,032

4位 静岡銀⾏ 16,683 ▲96 16,779

5位 常陽銀⾏ 15,820 +250 15,570

メーンバンク調査（地⽅銀⾏）

法人営業⼒を強化、貸出⾦残⾼増加と顧客基盤拡大を図る

※帝国データバンクによる調査結果

948 933 933 
1,266 

1,005 
1,357 

586 

645 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

13/3期 14/3期 13/12期 14/12期

（億円）

（※1） 当⾏で実⾏した1億円以上の設備資⾦融資

下期

上期

設備資⾦融資（※1）実⾏額

4,150 4,400
5,000

2,069 2,211

979 1,104

0

2,000

4,000

6,000

14/3期 17/3期 20/3期 13/12期 14/12期

融資新規獲得件数
（県外特別店を除く）

4-12月
前年同期⽐
+25.7%

（計画） （参考）

（件）

下期

上期
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品川支店の営業エリアは
多くの開発プロジェクトが進⾏

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

05/3末 08/3末 11/3末 14/3末

都内リテール

12

都内リテール取引を強化、更なる拠点新設を検討
県外個人・中小企業向け店舗※

貸出残⾼

0

50

100

150

13/12末 14/3末 14/6末 14/9末 14/12末

14/12末
当初計画⽐
+170.5%

1982/10
新宿支店 1996/11

東京営業部 1989/12
みずえ支店

2006/9
葛⻄支店

1950/12
小岩支店

1951/1
⾦町支店

1965/3
錦糸町支店

2008/11
深川支店

大田区

品川区

港区

上野東京ライン（2015/3）
常磐線が品川まで直通運転

新駅設置（2020年度）

芝浦水再生センター
上部利⽤事業（2015/2）

リニア中央新幹線（2027年度）
および品川駅周辺再開発

2009/3
千住支店

（億円）

1952/2
秋葉原支店

14/12末 05/3末比

国内店舗数 179 +20

千葉県 160 +10

東京都 12 +4

埼玉県 3 +3

茨城県 3 +3

大阪府 1 0

1994/3
篠崎支店

品川法人営業所貸出残⾼

新宿⽀店
リテール営業人員
2013/10 3名配置
2014/6 2名増員

品川⽀店 2015/7予定
2013/10 品川法人営業所→⽀店化

14/12末
05/3⽐

+267.4％

戦略的営業地域「東京23区」での店舗展開

更なる拠点新設を

検討中

（億円）

0

20

40

60

80

13/12末 14/3末 14/6末 14/9末 14/12末

融資新規実⾏件数
（13/10月以降累計）

※県外店のうち大企業向け店舗
（東京営業部・新宿⽀店・大阪

⽀店）を除く

（件）

国内店舗数

新宿⽀店

品川法人営業所 実績

当初計画



千葉県

4%

東京都

45%

その他

51%
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400 400

1,200
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370 453

0

400

800

1,200
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無担保ローン
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ダイレクトチャネルを活⽤、無担保ローン残⾼を着実に積み上げ
個人向け無担保ローン残⾼

（計画） （参考）

（億円）
（目的別ローン、カードローン）

目的別ローン実⾏額
月次推移

目的別ローン実⾏額

県外割合
96%

営業エリア

4-12月
前年同期⽐
+12.2% 

（億円）

カードローン

目的別ローン

マイカーローン

教育ローン

リフォームローン

フリーローン

0

1

2

3

4

14/8月 9月 10月 11月 12月 15/1月 2月 3月

目的別ローン実⾏額
エリア別内訳（14/8月-15/3月）

インターネット支店

（億円）

2014/8
インターネット
⽀店新設

2014/12
営業エリア拡大
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役務取引

14

1,674

2,525

1,913 2,041

1,720

1,119

847
914

0

1,000

2,000

3,000

4,000

13/3期 14/3期 13/12期 14/12期

投資型⾦融商品

（億円）
4-12月

前年同期⽐
+7.0%

06/6末
業務開始時 14/12末 06/6末比

信託・相続業務専任担当者数 5 23 +18

フロント（相続・信託営業） 3 12 +9

ミドル（相続業務⼿続） - 6 +6

バック（管理・運⽤） 2 4 +2

企画 - 1 +1

相続関連業務

預かり資産渉外担当者の集約
エリア・コンサルタント（ＡＣ）チーム
2014/10 試⾏開始 柏ブロック担当者を配置

投資信託

年⾦保険

4-12月
前年同期⽐
+20.1%

遺言作成
サポートサービス

遺産整理

遺言信託

投資型⾦融商品販売額 相続関連業務取組件数

多様なニーズへの対応⼒を強化、役務取引等利益を底上げ

（億円） 13/3期 14/3期 13/3期比 13/12期 14/12期 13/12期比

預かり資産関連⼿数料 93 103 +10.1% 76 94 +23.8%

うち投信⼿数料 52 68 +30.7% 52 58 +11.7%

うち保険⼿数料 41 34 △15.8% 24 36 +49.9%

（件）

（百万円） 13/3期 14/3期 13/3期比 13/12期 14/12期 13/12期比

相続関連⼿数料 105 145 +37.6% 89 126 +41.6%

商品ラインアップの拡充
GS年⾦投資型戦略ファンド（愛称：みらいラップ）
2015/3 取扱開始 当⾏初のラップ型ファンド導⼊



国際業務について国際業務について

国際業務について
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海外ネットワーク

バンコク駐在員事務所の新設、提携⾏の拡充によりアジア・ネットワークが一層充実

交通銀⾏（中国）

メトロポリタン銀⾏（フィリピン）

バンコック銀⾏（タイ）

CIMB銀⾏・CIMB投資銀⾏（マレーシア）

ベトナム投資開発銀⾏（ベトナム）

東亜銀⾏
（中国・香港）

インドステイト銀⾏
（インド）

CIMBニアガ銀⾏（インドネシア）

中国信託ホールディング（台湾）

3支店 3駐在員事務所 10提携⾏
（2015/3時点）

スタンダードチャータード
銀⾏（アジア全域）

1995/11
上海駐在員事務所

1989/41989/4
香港⽀店

2011/3
シンガポール駐在員事務所

ニューヨーク⽀店
1987/4
ニューヨーク⽀店

1991/2
ロンドン⽀店

2014/92014/9
バンコク駐在員事務所

開設時期 当⾏拠点 主なカバーエリア

1987/4 ニューヨーク⽀店 北⽶

1989/4 香港⽀店 中国（華南地域）

1991/2 ロンドン⽀店 欧州

1995/11 上海駐在員事務所 中国（華東地域）

2011/3 シンガポール駐在員事務所 アセアン、インド、
オセアニア

2014/9 バンコク駐在員事務所 大メコン経済圏

提携時期 提携銀⾏ 国・地域

2008/12 交通銀⾏ 中国

2008/12 バンコック銀⾏ タイ

2011/6 スタンダードチャータード銀⾏ アジア全域

2012/4 ＣＩＭＢニアガ銀⾏ インドネシア

2013/3 インドステイト銀⾏ インド

2013/7 メトロポリタン銀⾏ フィリピン

2013/11 東亜銀⾏ 香港・中国

2014/6 ベトナム投資開発銀⾏ ベトナム

2014/6 CIMB銀⾏・CIMB投資銀⾏ マレーシア

2014/7 中國信託ホールディング 台湾
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TSUBASA「市場・国際業務の連携強化に関する協定」

人材交流、海外セミナーや商談会の共同開催

ジャパンデスク

ジャパンデスク

（件）

0

200

400

600

アジアへの取引先進出件数
1,900件（2015/2時点）



0

5

10

15

20

25

12/3期 12/9期 13/3期 13/9期 14/3期 14/9期 15/3期

(⾒込)

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12/3末 12/9末 13/3末 13/9末 14/3末 14/9末 14/12末 15/3末

(⾒込)

17/3末

(計画)

20/3末

(参考）

日系

46%

非日系

54%

17

外貨建資産の状況

外貨建貸出・有価証券の残⾼

外貨建貸出・有価証券の資⾦利益

信用リスクが低く、流動性の⾼い⽶・独国債や
事業債（非⽇系優良企業発⾏の債券）等の取組み

国内の⽇系取引先支援に資する現法向け貸出や
海外でのインフラ案件、航空機ファイナンス、
収益性の⾼い非⽇系企業向け貸出などの取組み

有価証券種類・リスク地域の構成⽐（14/12末）（百万ドル）

（百万ドル）

リスクと収益性を⾒極め優良資産を積み上げ

北⽶

39%

欧州

35%

アジア・

ｵｾｱﾆｱ

26%

ソブリン

43%

MBS

17%

社債

40%

日系/非日系・リスク地域の構成⽐（14/12末）

有価証券

貸出

有価証券

貸出

有価証券

貸出

北⽶

67%

欧州

24%

アジア・

ｵｾｱﾆｱ 9%

プロジェクト

ファイナンス
※

8%

※インフラ案件、航空機ファイナンス等



ECA付

84%

ECA無

16%

外貨預⾦
通貨スワップ

日銀オペ

社債

中銀預⾦

ＣＤ

レポ

為替スワップ

マネー他

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

12/3末 12/9末 13/3末 13/9末 14/3末 14/9末 14/12末 15/3末 17/3末 20/3末
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外貨建貸出・資⾦調達

外貨貸出の増強策
○取組⼿法の多様化 ： 海外インフラ案件や航空機ファイナンス等
○取組地域の拡大 ： 東南アジア→中東→南⽶
○営業態勢の強化 ： 非居住者向け貸出・顧客の海外進出⽀援

（人員の拡充等）

⽶ドル資⾦の安定調達⽐率

⽶ドル資⾦調達の構成⽐（14/12末）

安定調達⽐率＝安定調達資⾦※1÷総資産

※1：安定調達資⾦= コア外貨預⾦※2+１年以上の調達
※2：大口法人預⾦除く外貨預⾦

（百万ドル）

外貨建貸出（⽶ドル）の推移

安定調達資⾦

安定調達比率は順調に上昇

＜海外インフラ案件や航空機ファイナンス等の現状＞

国内店

海外店

外貨建貸出の増強による収益拡大、調達⼿段の拡充による外貨調達の安定化

北米

32%

欧州 4%

アジア

64%

Export Credit Agency：
輸出信⽤機関＝JBIC/NEXI

（14/12末 いずれも契約⾦額ベース）

（⾒込） （計画） （参考）

0%

10%

20%

30%

40%

14/3期 14/9期 15/3期 17/3期 20/3期
（⾒込） （計画） （参考）



グループ戦略についてグループ戦略について

グループ戦略について
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ちばぎんジェーシービーカード

ちばぎんディーシーカード

ちばぎんリース

ちばぎん証券

ちばぎんアセットマネジメント

ちばぎん総合研究所

ちばぎんコンピューターサービス

ちばぎんキャピタル

ちばぎん保証

ちば債権回収

ちばぎんキャリアサービス

ちばぎんハートフル

総武

ちばぎんグループ

20

「地方創生」関連部会議
地域情報部・経営企画部・法人営業部・個人営業部・
営業⽀援部・審査部・企業サポート部

ちばぎん総合研究所
人口推計と地域経済分析

ちばぎんジェーシービーカード
ちばぎんディーシーカード
「地域優待サービス」の拡充
加盟店獲得活動

グループ一体で地域の様々な課題解決に向けた取組みを推進

「まち・ひと・しごと創生総合戦略」

ちばぎんキャピタル
ベンチャー企業向けファンド
再生ファンド（千葉中小企業再生ファンド）
農業ファンド（ちば農林漁業6次産業化ファンド）

「地⽅創生」への取組みなど、グループ一体経営を促進

ちばぎんコンピューターサービス
新プレミアム商品券管理システム 等

リース媒介業務の開始 P22

クレジットカード関連業務の拡充
P21

銀証連携・店舗戦略 P23

投資信託委託業務の開始 P23

グループ会社 13社

シンクタンクの知⾒活用
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0

5,000

10,000

15,000

0

20

40

60

14/10月 14/11月 14/12月

クレジットカード関連業務

グループカード事業
（ちばぎんJCB+ちばぎんDC+本体）

スーパーカード＜デビット＞（2014/10開始）

千葉市のプレミアム商品券デビットカード活⽤スキームは全国初、地域活性化にも貢献

「地域優待サービス」特典提供店舗数

年間獲得目標 15,000枚
を3ヶ月間でほぼ達成

千葉市のプレミアム付商品券
スーパーカード＜デビット＞活⽤スキーム

1人あたり月間利⽤⾦額（左軸）

会員数（右軸）

（枚）（千円）

18,000

20,000

22,000

24,000

2,000

2,200

2,400

2,600

11/3期 12/3期 13/3期 14/3期

（億円）

（店）

加盟店数（右軸）

ショッピング取扱⾼（左軸）

千葉銀⾏
（JCB）

国
（県）

小売店等
（デビットカード加盟店）

市 お客さま
(デビットカード保有者)

商工会議所
（商品券事務局）

交付⾦

補助

①委託

②利⽤申請

⑤購⼊代⾦⼊⾦

③購⼊代⾦
決済

2012/10
地域優待サービス開始 2015/4

パートナー企業 35社
取扱店舗 約3,200店

（店）

税前利益税前利益税前利益税前利益 7.6億円億円億円億円 17.8億円億円億円億円+133.9%
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ちばぎんリース

銀⾏本体によるリース媒介業務開始（2015/4）、県内シェアを貸出⾦並みに⾼める

ニーズ発掘 商品提案 契約、検収

銀⾏担当者 ちばぎんリース担当者

銀⾏担当者

ちばぎんリース担当者

具体的なリース利用提案

取引条件への言及

※銀⾏担当者による

リース案件発掘を強化

リース媒介業務
開始前 千葉県内シェア

※リースは推定シェア、貸出⾦は⾦融ジャーナルより、14/3末分

リース資産残⾼計画

（計画）

開始後

情報通信機器

コンピューター
複写機・複合機
ＰＯＳシステム

乗⽤⾞
トラック
冷凍・冷蔵⾞

輸送⽤機器 工業・産業機械

土木・建設機械
⾷料加工機械
産業⽤ロボット

商業・店舗機器

冷凍・冷蔵庫
厨房設備
空調設備

医療・病院機器

ＣＴスキャナー
エックス線装置
検診台・ベッド

広い推進の間口

0

400

800

12/3期 13/3期 14/3期 17/3期 20/3期

（参考）

（億円） 媒介
スタート



グループ預かり資産の増強〜ちばぎん証券、ちばぎんアセットマネジメント

県下最大の店舗網を活⽤、グループ預かり資産を拡大
グループ預かり資産残⾼計画（億円）
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鎌ヶ谷支店 成田支店

八千代支店
津田沼支店

東⾦支店

銚子支店

旭支店

茂原支店

本店

⽊更津支店

館⼭支店

市原支店

ちばぎん証券店舗網

兜町本社
東京支店

コールセンター
東京都

茨城県

千葉県

南つくば支店

柏支店
（2014/10）

東京支店市川営業所
（2014/4）

東信支店
（⻑野県）

ちばぎん

アセットマネジメント

顧客ニーズに

合致した商品

信託報酬

収益化

「投資信託委託業務」に参⼊

19,662 20,604 24,000 30,000

14/3末 14/12末 17/3末
（計画）

20/3末
(参考）

2020年3月、グループ預かり資産残⾼3兆円達成へ

態勢態勢態勢態勢

ＡＣチームの展開
銀証連携ビジネスの推進
ＰＢチームの活⽤

チャネルチャネルチャネルチャネル

ちばぎん証券店舗網の拡充
インターネットチャネルの充実

商品商品商品商品

ラップ型ファンドの導⼊
ちばぎんアセットマネジメントによる
投信組成


